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研究成果の概要：日本ではまだ報告されていない、漢字の音読年齢に関する標準値を、通常級

在籍の小学生 449 名を対象に作成した。さらに、音読年齢を合わせた場合の発達性 dyslexia
児と健常児の認知機能の差について検討（第１研究）した。また、自働性（流暢性）の指標と

なるひらがな、カタカナの単語と非語、文章の音読速度について、本邦で初めてとなる健常児

の標準値を作成し、発達性 dyslexia 児と比較検討した（第２研究）。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
19 年度 820,000 0 820,000 

20 年度 480,000 144,000 624,000 

総 計 1,300,000 144,000 1,444,000 

 
研究分野： 社会科学 

科研費の分科・細目：特別支援教育 
キーワード：学習障害、発達性読み書き障害（発達性 dyslexia）、音読年齢、読みの自動性、

読みの正確性 
 
１．研究開始当初の背景 

これまで研究代表者らは、日本語話者

の発達性読み書き障害に関して、英語圏

とは異なるメカニズムによって発症して

いる可能性について言及してきた（Uno, 

Wydell, Haruhara et al.2009）。さらに、

日本でははじめての、読み書きの習得度

に関する小学生の標準値を公表してきた

（宇野、春原、金子ら「小学生の読み書

きスクリーニング検査」インテルナ出版

2006）。日本語は、ひらがな、カタカナ、

漢字という３種類の文字表記法があり、

また、アルファベットを用いないという

特徴があるため、日本語話者の発達性読

み書き障害に関する研究は世界的に意義

があると思われ、国際的な関心も高い。

日本においては、健常児と発達性

dyslexia 児の認知機能の比較研究では、

生活年齢を合わせた群を用いる方法が主

体である。一方、英語圏では生活年齢と

ともに、読み年齢を合わせた群による比

較研究が主流になりつつある(Howes,NL. 
et al.1999, Murphy CF. et al. 2001,  

Jiménez JE et al.2009 など)。読み年齢

を合わせた方法を用いると、発達性

dyslexia 児が健常の発達過程の途上にあ

る、すなわち発達が遅れているために音

読が困難なのか、それとも単に発達が遅

れているのではなく、認知機能の発達に

偏りがあるのかどうかという点に関して

明確にすることができる。日本では、ひ

らがな、カタカナ、漢字に関する音読年
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齢の基準値が存在しなかったため、欧米

と肩を並べた研究ができていないのが現

状であると思われた。 
また、通常日本においては、音読力の

評価尺度には正答率(accuracy)が使われ

るが、欧米では正答率に加えて音読速度

（fluency）が用いられている（Bonifacci 

et al., 2008; Lassus et al., 2008; 

Tressoldi et al., 2007）。特に、イタリ

ア語やスペイン語のように、音と文字と

の対応が規則的な言語においては、読み

の正確性は獲得されやすいが、自働的、

すなわち流暢にすばやく読むことが困難

であると考えられている。我々は、正答

率を基準とした場合、知的機能の発達や

要素的な感覚障害などがないにもかかわ

らず、日本語のひらがな、カタカナの読

みが困難な児童が 1～2％程度存在する

と報告してきた(Uno et al.2009)。しか

し、ひらがなやカタカナは、イタリア語

と同様、文字と音との対応関係が規則的

であるため、発達性読み書き障害の診断

基準の資料として音読速度も重要な指標

となる可能性が考えられる。しかし、日

本において音読速度に関する基準値はま

だ作成されていない。また、発達性読み

書き障害において、音読速度の遅い群と

正答率の低い群の相違が読み書き障害の

重症度にあるのか、あるいは両群は認知

機能が異なるのかといった点についても

明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は大きく二つあった。第一
の目的は、漢字音読成績から小学生の音読
年 齢を推定できる、漢字音読年齢（RA）
の基準値を作成することであった。頻度や
親密度（馴染み深さ）、心像性（イメージ
しやすさ）、学年配当といった各種の漢字
の属性を考慮して検査用の 126語の単語を
選定し、この単語の音読結果から音読年齢
を作成した。第二の目的は、小学生におけ
る各学年の音読速度（fluency：自働性、
流暢性）の基準値を作成すること、さらに
発達性読み書き障害における流暢性と正
確性（accuracy）との関連をみることであ
った。 

 
３．研究の方法 

第１研究、第２研究双方の対象例全員に
レーヴン色彩マトリックス検査（RCPM）、
標準抽象語理解力検査（SCTAW、春原ら, 
2002）、RAN（Rapid automatized naming：
数字と絵を交互に、可能な限り速く連続的
に呼称する課題（金子ら, 2004, 2007））、

非語の復唱（「せざつもて」など存在しな
い音韻列の語を聴覚呈示し復唱させる課
題）、単語の逆唱、Rey-Osterrieth Complex 
Figure Test（ROCFT:模写、直後再生、遅
延再生課題）、Oral diadochokinesis(「パ
タカ」を 5 回続けてできるだけ速く構音す
る課題)などを実施した。 

（１）第１研究：①対象：小学１年生から 6
年生までの 449 名である。②刺激単語：学
年配当が１年生から６年生までの、親密度
や心像性が高い単語126語を選択した。NTT
データベースシリーズ「日本語の語彙特
性」を参考に，心像性値が４未満，親密度
値が５未満の漢字単語は，熟知度が低いと
考えられたため除外した． 
③音読年齢測定の方法：K-ABC のマニュア
ルに従って実施した。すなわち、６か月間
隔ごとに平均粗点をグラフにプロットし、
そのプロットした点にフィットするよう
にスムージングした曲線を作った。その曲
線をもとに、粗点から３か月ごとの相当年
齢を算出した。 

（２）第２研究：①対象：音読速度の基準値
作成については小学１年生から 6 年生まで
の 449 名であった。さらに音読速度の背景
となる認知機能、音読の正確性と流暢性と
の関連について、小学５年生 153 名を対象
に検討した。また、発達性 dyslexia 児の
流暢性を鋭敏に反映する刺激に関する検
討は、専門機関によって診断評価された発
達性 dyslexia 児４名を解析対象とした。②
刺激課題：音読課題として、ひらがな、カ
タカナそれぞれの単語と非語（１課題語ず
つ）、漢字仮名まじりの文章を作成した。
単語課題には、モーラ数と文字数が同じと
なる２モーラから５モーラで構成された
単語をそれぞれ７語ずつ、計 28 語を選択
した。非語課題としては、２モーラから５
モーラで構成された文字列をそれぞれ４
語ずつ、計 16 語を作成した。非語はすべ
て清音を用いて、「を」「ヲ」以外の各文字
を最低１つは含むように構成した。いずれ
もフォントや行間は、小学校高学年の国語
の教科書を参考にし、課題ごとに A4 の紙
に印刷した。 

 
４．研究成果 
（１）第１研究 
①音読年齢に関する基準値 

漢字音読習得曲線において傾きが急（9
か月間で平均音読数が 10 以上の変化）で
あった年齢は、7歳 9か月から8歳 5か月、
および 9歳 6か月から 10歳 11 か月であっ
た（図１）。この時期は学年に換算すると、
漢字を習得し始めた１年生から 2年生にか
けてと、漢字習得数が急激に増加する３年
生から４年生にかけてであった。したがっ



 

 

て、今回用いた音読検査の妥当性は高いも
のと思われた。 
②音読年齢を合わせた場合の健常児と発
達性 dyslexia 児の認知機能に関する比較 
対象とした発達性 dyslexia 児の生活年

齢と音読年齢を表１に示した。 
  

表１ 発達性 dyslexia 児の生活年齢と音読年齢 
症例 性別 生活年齢 音読年齢 
１ 男 ９：０９ ７：０６ 
２ 女 ９：１０ ９：０３ 
３ 男 １２：０６ １０：００ 
４ 男 １４：０９ １１：０９ 
 
それぞれの症例について、音読年齢に該当

する健常児と、認知機能に関する検査成績を
比較した。その結果、症例１は音韻処理課題
として実施した単語の逆唱における所要時
間が、同じ音読年齢の、生活年齢は２歳以上
下回る健常児平均より 1.5SD 以上延長してい
た。症例２では、ROCFT の模写、直後再生、
遅延再生で健常児平均の-1SD 以下の得点で
あった。症例３は、RAN 所要時間が健常児平
均より１SD 以上延長していた。症例４は、
ROCFT の模写と非語の復唱において、健常
児平均を１SD 以上下回る得点であった。こ
れらの結果は、発達性 dyslexia 児は音読年齢
をそろえて、その結果、生活年齢は低い群と
比較しても、音韻認識機能や視覚情報処理機
能に関する機能に低下のあることを示唆す

るものと思われる。以上から、発達性dyslexia
児は単に発達が遅れているだけでなく、認知
機能に偏りのある可能性が高いと考えられ
た。 
今後はさらに発達性読み書き障害の対象

例を増やして、音読年齢を合わせた場合の健
常児との認知機能に関する比較検討を詳細
に行う必要があると考えられた。 
           
（２）第２研究 
①音読速度の基準値 
 表 2に小学校 1年生から 6年生の音読速
度所要時間の平均と標準偏差を示した。い
ずれの学年でも、ひらがな単語に比してカ
タカナ単語の音読の所要時間が短く、また、
ひらがな、カタカナともに非語に比べて単
語の所要時間が短かった。また、すべての
課題で、学年が上がるにつれて所要時間が
短縮した。 
②音読速度の背景となる認知機能 

読み書きに関する定型発達群において、
認知検査の成績について因子分析を行い、
各因子から代表値を抽出した。次に、それ
らを説明変数とし、音読課題での音読所要
時間を従属変数として重回帰分析を行っ
た。その結果、視覚情報処理、音声言語処
理構音運動、自動性と解釈される因子が抽
出された。さらに、因子負荷量が高かった
ROCFT 遅延再生、非語復唱、RAN 平均所要
時間、RAN 誤反応数、Oral diadochokinesis
を代表値とし、それらの成績を説明変数、
各音読課題を従属変数として重回帰分析
を行った。その結果、全ての音読課題にお
いて RAN 所要時間が、非語課題において非
語復唱が、また、ひらがな単語において RAN
誤反応数がそれぞれ有意な予測因子とし
て抽出された。この結果から、音読速度に
は自動性と音声言語処理の能力が関与し
ていることが示唆された。 
③音読の正確性と流暢性との関連 

定型発達群における各音読課題の音読
所要時間と誤反応数との相関係数はいず
れも±0.1 前後と弱い相関がみられたのみ、

 
      図１ 音読年齢習得曲線 

表 2 学年別音読速度 
 ひらがな単語 カタカナ単語 ひらがな非語 カタカナ非語 文章 

 所要時間 SD 所要時間 SD 所要時間 SD 所要時間 SD 所要時間 SD 

1 年生 29.1  12.8  28.6  14.2  34.6  10.2  31.7  8.1  ― ― 

2 年生 24.0  6.9  23.0  9.3  30.0  7.1  31.0  8.7  ― ― 

3 年生 19.1  7.3  18.2  5.8  26.9  7.1  27.8  8.0  63.4  21.0  

4 年生 17.8  3.1  17.5  4.1  24.0  7.8  24.0  6.9  58.1  9.6  

5 年生 17.0  2.5  15.8  2.4  23.0  3.7  23.8  4.5  56.3  8.5  

6 年生 15.6  3.1  14.9  2.8  20.6  3.4  19.9  4.0  49.7  8.6  

 



 

 

文章課題においてのみ有意な相関がみら
れた。また、音読所要時間と誤反応数を用
いた因子分析の結果、所要時間と誤反応数
は独立した因子として抽出された。これら
の結果は、音読の正確性と流暢性が独立し
ていることを示唆するものと考えられる。
したがって、音読の評価においては、正確
性に加えて流暢性についても検査を行い、
正確性、流暢性それぞれに対して介入する
必要があるのではないかと思われた。 
④発達性 dyslexia 児の流暢性を鋭敏に反
映する刺激に関する検討 
単語と非語、定型発達群と発達性

dyslexia群の2要因について分散分析を行
った結果、刺激語間と群間に主効果がみら
れ、交互作用も有意であった。ひらがな、
カタカナともに同様の傾向がみられた。さ
らに各課題の音読所要時間を、定型発達群
の平均と、発達性 dyslexia 児８例につい
て比較した結果、単語課題では所要時間が
健常範囲内であったにも関わらず、カタカ
ナ非語、文章課題で所要時間が長くなる症
例が存在した。したがって、読みに困難を
もつ児童をより詳細に検出するためには、
音読課題に単語と非語、文章を取り入れ、
正確さだけでなくそれぞれの音読所要時
間を併せて検討し、流暢性を評価するべき
ではないかと考えられた。 
今後さらに、発達性 dyslexia 児例を増や

して、正答率の低い群と音読速度の遅い群
に認知機能に差があるのかいなかといっ
た点についても検討していく必要がある
と考えられる。 
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